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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  電電子子情情報報工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

事事例例１１  振振込込詐詐欺欺電電話話撃撃退退技技術術のの開開発発  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

振振りり込込めめ詐詐欺欺ななどどのの電電話話をを使使っったた詐詐欺欺通通話話をを音音声声認認識識とと詐詐欺欺通通話話判判定定をを行行うう AAII をを使使っってて検検出出しし，，被被害害をを防防止止すす

るる．．電電話話機機でではは会会話話内内容容ををデディィジジタタルル化化ししててイインンタターーネネッットトをを介介ししたた音音声声認認識識機機能能をを使使っっててリリアアルルタタイイムムででテテキキスストト

化化しし，，ささららにに詐詐欺欺電電話話ででああるる可可能能性性をを，，人人工工知知能能をを用用いいてて判判定定すするる．．詐詐欺欺電電話話のの可可能能性性がが高高けけれればば（（回回線線をを切切断断

すするるだだけけでではは発発信信者者側側にに詐詐欺欺電電話話とと判判断断ししたたここととがが伝伝わわららなないいたためめ））事事前前にに登登録録さされれてていいるる親親族族ももししくくはは捜捜査査機機関関

にに発発信信ししてて電電話話会会議議をを開開設設ししてて第第 33 者者をを割割りり込込まませせるる．．技技術術的的ににはは既既存存電電話話回回線線，，ススママーートトフフォォンンななどどののソソフフトトフフォォ

ンンななどどにに応応用用可可能能ででああるる．．ままたた電電話話機機にに実実装装すするるここととでで，，通通信信のの秘秘密密のの保保護護義義務務にに抵抵触触ししなないい．．  

  

  

  

事事例例 22  

  アアププリリケケーーシショョンンササーーババののママイイククロロササーービビスス化化にに伴伴うう，，ココンンテテナナーー間間ののネネッットトワワーークク性性能能測測定定技技術術．．  

ココンンテテナナーーやや仮仮想想ママシシンンのの VVLLAANN 接接続続，，実実ネネッットトワワーークク接接続続，，内内部部仮仮想想ネネッットトワワーークク接接続続ななどど多多様様なな構構成成  

ごごととのの性性能能比比較較技技術術．．  

  

  

研研究究タタイイトトルル：：  

ネットワークソフトウェア関係技術開発 

 

氏氏名名：：      波波多多浩浩昭昭／／HHAATTAA  HHiirrooaakkii  EE--mmaaiill：：  hhaattaa@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  博博士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  電電子子情情報報通通信信学学会会，，IIEEEEEE  

キキーーワワーードド：：  イインンタターーネネッットト，，企企業業ネネッットトワワーークク，，仮仮想想ネネッットトワワーークク  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・ネネッットトワワーークク仮仮想想化化  仮仮想想ママシシンン  

・・仮仮想想ママシシンン((kkvvmm))  

・・ココンンテテナナーー((ddoocckkeerr))  
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